
 

 

誰もが次に向けて進んでいる 

【社会を明るくする運動“福山地区「作文コンテスト」】 

福山市長賞 

奥信 鷹子「（題）立ち直りを手助けできる社会」 

今の世の中は,「差別」をなくそうとしている。それは,本当なのだろうか。 

私たちが住んでいる世の中には,数えきれない程の犯罪があふれている。すべての人が犯罪者で

はないが,一部の人は犯罪を犯してしまっているのだ。しかし,その犯罪者は,犯罪を犯したくてし

ているのではないし,犯罪を犯してはいけないことも分かっている。それでも犯罪をしてしまうの

は,余裕がなくて苦しんでいるからだと思う。苦しんでいるのに,周りからは差別されて,とても嫌

な世の中だと思う。 

  私は,最近「テッパチ」というドラマを見た。このドラマは,陸上自衛隊になるための訓練をする

中で,仲間との友情が見られる。登場人物の一人が犯罪を犯したという噂が広まった。その時,周り

の人は,その人を避けていた。これは,差別ともいえるだろう。しかし,そのまま避けて暮らすので

はなく,その子のために,仲間が協力した結果,犯罪を犯していない人と同じように,笑顔になって

いった。私は,このドラマを見て,犯罪者を避けているのを見たときは,「一度でも失敗をしてしま

ったら,もう周りの人のようには暮らせないのかな。」と思い,とても嫌な気持ちになった。しかし,

仲間のおかげで,溶け込めるようになったのを見た時は,「失敗をしてしまっても,次に生かして,新

しい人生を送ることはできるんだな。」と思い,私も,犯罪者を救いたいという気持ちになった。 

  犯罪を犯してしまうということが,正しくないことはわかる。しかし,一度の失敗でその人を差別 

したり,立ち直りにくくするのは,私は違うと思う。誰でも失敗することはあるし,失敗しない人な 

どいない。」だからこそ,立ち直れる社会をつくることは,とても大切だと思う。例えば,就職の面接 

で,犯罪を犯している人だと分かったとたんに態度を変えることだ。気持ちを切り替えていても犯 

罪者だからといった差別をしていると私はとても嫌な気持ちになる。犯罪者が立ち直るためには, 

周りの人によって決まると思う。あまり,関わりたくないと思うのも当然だと思うけど,もし,自分 

が同じ立場だったらと考えて,相手に接することは,相手にとってもとても嬉しいと思う。私は,こ 

のような少しの行動で,誰かを救える人になりたいと思う。また,救える明るい社会になって欲しい 

と思う。このように,犯罪を犯した人を見捨てないことが,明るい社会につながっていくと私は思 

う。全てのことを自分事として捉えることで,相手にとっても,自分にとっても,正しい行動ができ 

ると思う。だから,一人一人の優しい行動や声掛けで社会が少しでも明るくなればいいな。これが, 

私の願いだ。 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

  福山市立加茂中学校 

      校長 伊田 典子 

未来へつなぐ絆 

【先生たちも授業方法について勉強をしています。】 
           「加茂中の先生もまだまだ勉強中」です！！。 

学校には,毎日授業があります。一人一台端末が導入され,時代ととも 

に教え方も変わってきています。これからもどんどん学び方が進化発展していくでし 

ょう。しかし,進化発展しても「変わらない大切なこと」があります。加茂中の先生方 

は,教師経験年数の多少があります。何年経験していても,時代とともに勉強していく 

必要があります。これが「教師道」ですね。加茂中の先生方は,お互いの授業を見合ったり,勉強会を開きお互 

いに意見を言ったりして,生徒が,毎日の授業で,「今日は〇〇が分かった」というものを持って下校,そして翌 

日の朝は,「今日は〇〇があるから楽しみだ」という笑顔で登校できる学校を目指しています。また,加茂中の 

先生だけでの勉強会ではなく,外部の先生もお招きした勉強会も行っています。先生同士が,「学び合い」を通 

して,明日の授業をより良いものにしようと頑張っています。良い授業を創るには,あなた方生徒の力が大きい 

です。二人の男子生徒と話をする機会がありました。その時一人の生徒から「お互いに支え合いましょう」と 

いう言葉がでました。この言葉は,相手を安心させる力があると感じました。 

学校通信 No12 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『１２月６日（火）各会場に分かれて生徒が,加茂小児童に絵本の読み聞かせを行いました。』 

【１月行事予定】 

４日（水）仕事始め 

９日（月）成人の日 

１０日（火）三学期始業式 

      生徒会挨拶運動 

１１日（水）3 年学年末テスト 

避難訓練（火災） 

スクールカウンセラー相談日 

１３日（金）質問教室（３年生） 

１６日（月）生徒会挨拶運動 

１８日（水）３年学年末テスト（1 日目） 

      スクールカウンセラー相談日 

１９日（木）３年学年末テスト（２日目） 

      部活動休養日  

 

 

２０日（金）３年学年末テスト（３日目） 

２３日（月）生徒会挨拶運動 

２４日（火）２年進路説明会 

２５日（水）スクールカウンセラー相談日 

２６日（木）校区研修 

２７日（金）新入生説明会 

      部活動休養日 

３０日（月）学年末テスト（１，２年生）３週間 

前発表 

      生徒会挨拶運動 

３１日（火）教育相談開始～2/16（木）終了 

      各種委員会 

今後も引き続き，新型コロナウイルス感染症に係る拡大状況等の把握を行いながら，各種行事の開催方法等を変更したうえでの

実施もしくは中止となる場合もあります。 

なお,中止にするなど変更の際には,生徒を通じて各ご家庭へご案内文を配付するとともにメールでも送信いたします。 

加茂中生徒が,小中一貫教育を実践しています。 

加茂小学校の児童の皆さんが,喜んでいました。加茂中の先生が,下校中の 

児童から, 

「加茂中の先生ですか？今 

日は,ありがとうございま 

した。僕のお兄ちゃん知っ 

てる？」と声をかけられた 

そうです。 

声を掛けてきた児童は, 

相当うれしかったようで 

す。皆さんの思いが伝わっ 

ていました。 

この上級生が下級生を育てるという校区の伝統もつながっていけば,自分が大人になっ 

た時,自分の子どもにもつながっていきます。 

地域の人が,地域の「人の心を育み続ける」というすばらしい伝統のある学区です。加茂の 

誇りの一つですね。 


